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あるひ おじいさんが やまで たけを きって いると、いっぽんの きが まぶしく ひかって いました。
おじいさんが その たけを きってみると、なかから ちいさな かわいい おんなのこが でて きました。
おじいさんは、いそいで おんなのこを いえに つれて かえりました。

かぐやひめは、つきから やってきた つかいと ともに くるまに のりこみました。
「かぐやひめ。いって しまうのか。」
おじいさんと おばあさんは かなしみの あまり ないて しまいました。
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「おばあさん、このこ をみてごらん。  たけから うまれて きたんだよ。」
「まあ、なんて かわいいこ でしょう。  きっと かみさまが さずけて くださったのでしょう。」

とうとう じゅうごやに なりました。やしきの まわりは みかどの へいしで いっぱいです。
やがて、まぶしいひかりがさして、つきからの つかいを のせた くもが おりてきました
「ゆみを うて！」
しかし、ひかりを みた へいしたちは めが くらんで うてませんでした。

かぐやひめを のせた くるまは つきの ひかりの なかに きえて いきました。
「かぐやひめ、どこにいても どうか しあわせで いておくれ。」
ふたりは いつまでも いつまでも つきを ながめつづけました。        

むかし たけを きる しごとを している『たけとりのおぎな』という おじいさんが すんでいました。
おじいさんが たけを きると、おばあさんは かごや ざるをつくり、ふたりは そのかごを うって 
くらして いました。

「おじいさん、おばあさん、いままで ありがとう ございました。 　
 おふたりとも どうか おげんきで。」
「おじいさん、おばあさん、いままで ありがとう ございました。 　
 おふたりとも どうか おげんきで。」
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さんかげつも たつと、 かぐやひめは このよで くらべるものが ないほど うつくしい むすめに 
そだちました。
けれども、かぐやひめは いえの なかに ばかりいて、まったく でかけようとも しません。

でも かぐやひめは、しくしくと なきだしました。
「どうか、わたしを おじいさんと おばあさんの そばに おいてください。
 わたしは ずっと おふたりの そばに いたいのです。」
おじいさんは、かぐやひめの なみだを みて、みかどに ことわりました。

こどもの いない ふたりは おおよろこび です。
おんなのこに『かぐやひめ』と なまえを つけて、だいじに だいじに そだてました。

「わたしは つきの せかい から きたのです。つぎの じゅうごやに つきからの むかえが くるのです。
  おわかれ しなければ なりません。」
おどろいた おじいさんは、みかどに かぐやひめを まもって くれるよう たのみました。               

かぐやひめの うわさを きいた みかどは、
すぐに けらいを さしむけました。
かぐやひめが みかどに おつかえ すれば、
おじいさんを たかい みぶんの きぞくに すると いうのです。

かぐやひめの うわさを きいた みかどは、
すぐに けらいを さしむけました。
かぐやひめが みかどに おつかえ すれば、
おじいさんを たかい みぶんの きぞくに すると いうのです。
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『いそのかみのまろたり』は、つばめが もっている という こやすがいを さがしに いきました。
ところが、たかい やねに のぼったとき、あしを ふみはずして、おおけがを して しまいました。
こうして、ごにんとも、かぐやひめのことを あきらめる ことに なりました。

それでも かぐやひめの うつくしさは、くにじゅうに ひろまって いきました。
あるひ、みやこから ごにんの おとこたちが たずねて きました。
「どうか わたしの およめさんに ください。」

つきひが たちました。
かぐやひめは、よる つきを みては なみだを ながすように なりました。
まいばん まいばん つきを みて ないて いるので、おじいさんと おばあさんは しんぱいで たまり
ません。わけを きくと かぐやひめは かなしそうに いいました。　

あるひ おじいさんが たけを きって いると、こんどは たけの なかから おおばん こばんが 
ざっくざく でてきました。
それからは、おじいさんが たけを きるたびに、たけの なかから おかねが でてくるように なりま
した。こうして、おじいさんと おばあさんは おおがねもちに なりました。
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『いしつくりのみこ』が いしのはちを さしだすと、
かぐやひめは くびを さゆうに ふりました。
「これは にせものです。ほんものは もっと ひかり かがやいて います。」
みやぶられた『いしつくりのみこ』は、すごすごと かえって いきました。

『あべのみうし』は、たくさんの おかねを はらって とうの くにに ちゅうもん しました。
やがて、とうの くにから ふねで しなものが とどきました。
さっそく かぐやひめに さしだしましたが、にせもの だったため、ひの なかに いれると、
めらめらと もえて しまいました。

かぐやひめは ごにんに いいました。
「わたしが ねがうものを さがしてきて くださったかたの およめさんに なりましょう。」
それは さがすのが むずかしいもの ばかりでした。
かぐやひめは、ごにんが ことわって くれるのを のそんでいたのです。

「うみの かみさまの りゅうを たいじする などいうから、 りゅうが おこって いるんですよ。」
せんどうが いうと、『だいなごん』は いそいで おいのりし、うみの かみさまに あやまりました。
うみは しずかになり、『だいなごん』たちは たすかりました。

『あべのみうし』は、ひにいれても もえない 
ひねずみの かわごろもを さがしに いきました。
『あべのみうし』は、ひにいれても もえない 
ひねずみの かわごろもを さがしに いきました。
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きんのえだは とても じょうずに できていて、かぐやひめが みとれていると、
しょくにんが はいって きました。
「きんのえだを つくった おかねを はやく はらって ください。」
『くらもちのみこ』の うそは、すっかり ばれて しまいました。

『くらもちのみこ』は、ほうらいさんに あるという しんじゅのみが なる きんのえだを さがしに 
いきました。
『くらもちのみこ』は、しょくにんに にせものを つくらせて かぐやひめの いえに もって
きました。

『おおとものだいなごん』は、りゅうのくびに ついている、ひかる たまを さがしに ふねで 
でかけました。
けれども、おおあらしに なり、ふねは おおゆれに ゆれました。
『だいなごん』は ほばしらに つかまり ふるえました。

『いしつくりのみこ』は、インドに あるという ほとけの いしのはちを さがしにいきました。
でも インドは とおくて、かんたんに いくことは できません。
そこで、やまでらに でかけ、ふるい いしのはちを さがして きました。


